


















研究目的 

最近の新生児・未熟児医療の進歩と新生児救急医療システムの整備とにより,新生児死亡率

は低下してきたが，neonatal transport を主体とするシステムには一定の限界があり,今

後は,出生前よりの一貫した母児管理が可能な materna1 transport を主体とした周産期医

療システムの確立が必要となりつつある。 

そこでわれわれは,maternal transport の運用に関する具体的な指針を作成することを目

的として,特に胎児救急システムとその運用について調査検討することとした。 


